
化石整形術（一）
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　　は　し　が　き

　化石整形術はFossi1d正㈱i㎎（Pエep虹atio皿）の意にして叉或る場合にはPalaeOntologic阯

丁狐ideI㎜yであるとも云ひ得る。之は古生物學の一分料であ），古生物學研究及學習上重

要欠くべからざるものである。蟹掘された化石を研究の封家となすためにはi謂ゆる

Dre鵠ingをほどこして英物の有する形を完全に現はす事に務めなければならない。着し其

物に不適鴬なる手を加ふる時には世界に唯一個より存在しないであらう鹿の貴重なる穣品

を陽の目を見せずして闇に葬り去る事が起る場合も有り得るのである。のみならず時によ

リ古生物學上分類の貴重なる一撰を永久に炎はしむる事名超るのである。故に地質學徒の

古生物學研究者は周到底る用意のもとに化石を整形してその物の有する形をなるべく完全

に近く現胡せしめなくては成らない。かくして大魑の整形を経たる化石は微細部の欠宝貝補

填，破砕都の接合等を行ひ最後に清掃を十分行って整形を終るのであるが，更に硬化法を

施す必要の起る場合も有り。愉進んで研究の必要上かくして出來上った標本より模型の作

製，化石薄片，麟面標本の製作も行はなけれぽならぬ場合も起る事が多いのである。碕研

究稜表をなす場合には記載と共に描薔篤；員の必要も起るのでこれも叉整形循の附帯事頓で

ある。

　今此虜に述べんとする化石整形術は以．上の要求を滴すべく記載するものでは有るが，そ

の詳細は紙面の開係上記述する事能はさる故それは他日の事とし，今回は大磯次の項目に

よりその大略を述べんとするものである。

　（一）整形用機械器具論
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バイス　　　（1．3）　ポイント及バロ

砂嚢　　　　　（14）石劃機
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フ1ノキシブルシャフト機械

ツール　　　　（15）其惚の機械器具

ドリル　　　　　　光學機械（照明機械，観察機械）

　　　　　　　　　　測定機械，X線装置

（2）整　形　法

（1）手工法 （2）動力法
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　（3）動物化石の場合

　（4二）植物化石の場合

　（5）足趾及痕跡化石の場合

　（6）石文岩の場合

（3）棲本模型作整法

加　藤不　二　勇

（7）砂岩頁岩其他の岩石の場合

（8）古生代中生代化石の場合

（9）新生代化石の努合

（10）洪積世沖積世の化石の場合

　（A）原型の作り方

　　（1）粘土による場合　　　　　（4）モデリングコンポーネ・ソトによる場合

　　（2）油土による場合　　　　　　（5）石膏による場合

　　（3）バラフイニ／による場合　　　（6）寒天による場合

　（B）模型の作り方く原型より）

　　（1一）一時的漢型の作り方　　（猫士，バラフイこ／，毛デリングによる場合）

　　一（2）永久模型の作り方　　モデリング，石膏，石膏パラフィン，セメント，其他

（4）化石薄片及断面標本の作り’

　（1）切断法　　　（2）断面標本の作り方　　　（3）薄片の作功方

（5）接合術

　（1）硬化法　　　（2）硬化割　　　（3）撰合法　　　（4）接合剤

（6）補填術

　（1）微細なる欠損部の補填　（2）小部分の欠損補填　（3）大きな部分の欠損補填

（7）饗形化石標本の復元形模型作製法

（8）古生物復元生態想像模型製作法

（9）化石整形術に必要な金工技術

（10）化石整形循に必要なスケッチ法

（11）化石整形術に必要な篤員術

（12）將來の古生物整形循

（1）整形用機域器具論

　（1）　ハンマ■

　　（A）大型ハンマ・

　凡そ大地質學に志を立て先っ最初に手にするのはハγマーとクリノメ’ターである。ク

リノメーターについては後目その詳細を吾人は述べんとするものであるが本講に於てほ先

っ冒頭にハンマーにりいて述べんとするものである。地質學徒にとりて一生涯ハンマーの

悩みは深いものがある。化石整形術に於ても先っ最初にハンマーの幡は深いものであつ

淀。ハンマーの適不適は整形技術を左右するものの一つである。岩石採集用ヘンマーは化

石採集用バソマー，整形用ハンマーと或る程度までは共用品來る。燃しそれは化石採集に

於ではかなり大きな手に持ち得る限度のプロツク，整形用としては大形化石の荒い整形用
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である故に以．卜三種の月騰に適合する様考案しなければなら広い。
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で有った。大鎧三つのクイブが有った。第一種は一

個川。．’’

工にコ
帽烹｝

く）

㍗薫、
　L■一一■I』■■⊥I＿一
　　　　　　　　　‘o－No．ヰ．5

方が角長で他方が偏平ヅルハツ型で有った。第二種

は一方は角長で他方は駕の魔型，第ミ種は一方は角

長他方は四角錐状で多少短ツルハシ型であった。

　第一種は整形ハンマFとして荒1士事をするには賛

に便利である。発破りをなすにこの右に出づるもの

はない。

　第二種は萬能ハニ／マ’としては最上のものである。

ハンマ．の自重と云ひ型と云ひ一 ?ｵ分なし。

　第三種は破確力のよく利く型である。岩石のサン

ブル採集や古生厨の硬・い石茨岩には適鴬である。

　第四種は京大地質型で第二種の改良型である。自

重は約880瓦で1キロ五の材料で下部先端近くの凹

面を切除，鍛造した結果であるq

　第五種としてツルハシハ：／マーを作ってみた。これは野外で非常に有用で特に地居中よ

り合化石母岩の大塊を採集するに便利である。重量1．8キロ五で全長約28糧である。

　第来種として野外で地歴中より相當大き底合化石岩塊叉は大型動植物化石の採集を行ふ

時に是非無くてはならゐものとして鐵工月ヨの12ポンド～16ポンドハンマーをあけておく．

1＝れは採集叉は野外に於て運般重量を軽減するための亘大整形用としては大いに能率を昇

げるものである。

　（B）　中型ハンマー

　中型ハンマーは大鶴に於て重量250瓦（蕾縄1／2ポンドハソτ一）前後のものが多い。

主として化石母岩よリ不用部分の割除を行ぶために使用するものである。無論襲と共に中

間整形に使用する事もあり，」文大型ハンマーと共に襲や襲の代嗣として便用するには伸々

便利なものである。刀先は相當に鋭利に製作しておく必要が有る。

　第一種・は一・方角型他方縦刀型である。これは不要部分割除叉は化石の個々分割の際軍濁

に叉は大型ハンマーと共に使用して襲の役目を果すものである。その重量は10オンス～・

12オンス位。

　第二種は棲刀型で重量も型状も大躍第一種と同じであるが唯刀が横に付いておる事だけ

が蟹って居る。これは第一種種有胴ぞはないがそれでも横に長く動かしづらい物を分割翻

除する時には便禾肱ものである。

茅皇種は最も普麺な中型ハンマーで大騒に於て一方角型他方横刀型で，第二ニ種に似てお
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　る璋も有るか全髄が櫓型を帯びて捻る事が異ってゐる。この物は整形作葉中いづれの場合

　にも不適窟のものであるが又い・づれの場合にも手睡に使用出球るもので大饗便利で有るか

　ら予備として一個ぱそなへ置くべきである。愉こ。物ば地學研究上いづれの場合にも使瑚

　出來るが何れの場合にも最適ではない鮎に存在の理由が有る。

　　第回種は一方は第三種通りで有るが他方が大腿に於て四角錐に近く全麗に樽型を帯びた

　ものである。これは母岩よゆ極小片を破り採るのに便用するもので常に尖端を鋭くしてお

　く必要がある。

　　業五種は一方が小鶴蝿型他方が扁牛駿刀型で上方より見れば頂角が鏡角をたす二等邊縦

長三角形で全長約15鯉底邊約4極である。此の物は第三紀暦の分化石採集用としては最

適のものであり整形用としては頁：岩類の剥砕用として扁平形の化石，例べば三三葉虫，羊菌

類，」 ｳは砂岩申の植物の葉の化石等を母岩よ一 株漉｣するに使用して便利なものである。

　　（C）　’小型ハンマー

　此の種に駁するハンマーは普通貴金麗細工，時計工’精密機械工等の常用するものに特

殊のもの二三をカロヘたものよレ成る一麗のもので，化石整形用としては最重要のものであ

る。之等は大部分が黒檀黒櫛等の太さ3越前後，長さ20糎前後の柄柑である。

　第■種，全長約7糎一，一方は圓錐形の下半都型他方は扁苧横刀型で圓錐底面の直樫は約

2．5糎である。此の物は虹。正i目0n　hammerと構ずるものの内大型に、蟹するもので直種3粍

～5粍のlPi舳・fo・te　S士ecI製の襲と共に主として使用するものである。

　第二種’は全長約5－5纏で第一種と殆んど相似形であるモリソン・〈ソマロの中型に駁す

るものである。これもピアノフォルテ鋼の直樫1粍一2粋の襲と共に使用一するものであるq

　第三種は全長約4糧で第一，第二種に似ておるが全磯として稽々細長くモリン：／ハンマ

ー中の小型で直偲1粍以下の針襲と共に便用するものである。

　第回種は全長約7糎一方角長型で他方扁竿横刀型である。角底面の一邊は12粍であり

横刀の下面と角長の方の下面とは同一平面上にある。このものは12粍角鋼材を長さ約7

極に切断してその上面約36粋の個所より下面尖端へ陶って斜に切除して後鍛造したもの

である。このハンマーは整形術上頁岩類の精密劉砕及剥離を金とし石茨岩砂岩類の精密整

形にも使用するものである。

　第五種は全長約4糎，一方8粍角，他方は第四種と同型，便用目的第四種と同様。

　モリソンハ…／マー中には荷全長3糎以下の細小なものがあるから第一，二，三種の中間

型のものと共になるべく多数購入叉は製作して置くと凡ての場合に臨むられるので大饗便

利である。

　ハ：／マー製作上の原則及注意

　ハγマーは極大型の場合は肩，大型は借，小型は手頸を中心として大麗に於て国運動に

近い運動をなすものなる故ハンマー髄の横中心線はくソマーそれぞれの国運動の中心踏よ

○それぞれの牛揮を以て蕾かれた圓弧に滞って居なければならない課であり・又ハンマー
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の底面の有る平面はその国運動の中心よりハンマー磯の横中心線の有る圓弧上の一鮎に向

って引いた直線上になければ底面全搬は目的物に不均に力掌加へる事が出來底い。

第二圃

い．．二啄・ぬ一

第一1I司繋怜
　　　　　鮒

　　　　｝

8ρ⑦か専心

　日本製ハ：／マーは多くはそのハンマー磯の底面がその柄の方

向．と孚行であるために實際に使用する場等底面の下縁が磨滅す

る以外は大した害も無いが，小型ハンマーで襲を打つ場合には

力が斜に逸れて犬に不都合な事が多い。故にすべてのハ：！マロ

は右原則により製作されるのが正當と思ふ。但し例外は有ろ。

例べば石屋が用ふる非常に柄の短い花筒岩や砂岩類に用ふる常

用のハンマー等であれば主としてハンマロの自重によりハ：／マ

ーと盤との作用を同時になす両手用のものであるからで有り国

運動と云ふよりもむしろ直線的上下運動を汝す場合が多い。そ

の他にも使用目的の異なるにつれこの原則に從はないものがい

くらも有る事は断っておく。

　茨にハニ／マー鍛造ρ場合の注意であるが饒入れの程度は使用

日的により異なるので大愛困難である。一般には焼入ればあまきに過ぎ使用申，キャラメ

ルを噛んだ糠になるのが普通であるが化石整形用の物は多少固い方が良い。叉饒入の際会

鵠を同時に焼入すると稜や角の虚は冷却が早く固く嬢が入り，平面部の特に中心は遅く冷

却する故焼が甘くなり蟻簸が出來て不都合でかるから，稜や角の部も平面中心部も同様に

饒が入る様に特に注意して嫁入する様にすべきである。

　ハ1／ヤー用鋼材特に石材用ハンマーの鋼材の選定は重要なもので有る。現今では手に入

り難いかも知れぬが米国ケープチゼル（O至pe　cHse1）會肚から石材用鋼材の最良品を資功

出して居た。一度一町丸位の鋼材を少量手に入れた事が有つたが責に絶大な蝿力の有る頗

る彊靱な物で有った。叉英国シェフィールドで出來たハ1・マーにも資に良い材料を使った

ものが有った。その鋼材の特鮎は数度の修理鍛造にも少しの材質の劣化をも示さない事で

あった。本邦製の物では唯一回の修理鍛造で和句に巧妙に焼戻し饒入を施しても饒破れを

生じて牧拾の付かないものが有る。故に地學用ハンマーの製作に鴬っては研究着用，學生用

の如何を間はす多少数をまとめて製作せしめる場合には費材の極一甑にて試験鍛造をくり

かへしてみる必要が有孔

　完全な地撃用ハンマーを造る’には賛材も大切では有るが，製作技術も大切であり，技術

と共に設備も大切である。特にスチームハンマーかエレクトリツクバ1／マーを所有してお

り，熟練工の居る製作所でないと本窟に良いハンマーは出来ない。

衛ハ：／マーについては述ぶべき事が多数あり，種類についても孚分も揚げておらない。

叉ハンマーについては多く一 ﾌ疑問や研究すべき事が残されて居る。地學者中誰か一人位白

已の専門以外に趣味としてハンヤーのコレクションや製作指導に熱心な人が有って良いと

思ふ。
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　　　ク”宗
　（2）襲（CoIdchi馳1）

　塾は化石整形川としては盤ほど便用する機倉は多いものでは無い。それは主として合イビ

石母持の分割，割除，剥離，剣碓叉は化石の個々分割の際割れ目を付けるために使用する

　　　　　　　　節三回　　　　　　　　　　ものである。然し野外に於て地歴

　＠＾、。］、肛、　％　　　　②＾N．1、、，　垢　　　　　　中より合化石母：岩を採集する場合

　　　　　　　　　　　〕　　　　　には重難役目を果すもので狐

　＾　　　　　　②BNo．i　　ン　　　　　　　　　　　（A）　雫璽

　　　　（二…≡≡≡二3ぶ　確蜥謂璽の正観ρ形のもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　③＾No．一　　％　　　　　ポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z　　　　を化石整形用の場合名付けたので

く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。その理出は璽を岩石に使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
　　　　　　　　③A　N。．Z　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する場合には扁孚状の物のみでは

　　　　　　㌔㌧一　　　　　　　　　　　　　　不便な場合が有る。それでその場
　　　　G，8NoHolタ言　　　　　　③BNoI帖三拍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合に使用する丸璽在る物と腱別す

　　　　⑤8N皿ヰ％　　　　　③C　N，1　弘　　　　　るために～＝の様に呼ぶのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一種大型等璽。厚さ2．5糎，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j

d
2
o
③、

③C　No．2　劫

③D　No．5　劣

z二＝＝＝二＝：二＝二：コ

　　③C　No．ら　％

　　③F　No．ユ　淘

一く姜………劃

③　F　N．2　　片

5　　　．c．〃　　　　〃 方

巾4糧，長さ15糧位のもので一端

に両刀型の刀の有るもので野外に

於て母岩採集，叉は大割りを行ふ

場合襖，矢，丸璽，大型ハンマー

と共に使用するものである。

　第二種中型雫襲。厚さ1・5糎・

巾£15観長さ9糧位のもので両

刀型のものと片刃型のものと有り菜に野外及室内に於て母岩より化石を分割する際に主と

して第一種と同様に使用するものである。

　第三種小型雫襲。一厚さ1糎，巾1．5魎，長さ5・5糎位のもので両刀，片刃爾型有り，室

内に於て第二種同様に便用するものである。

　第四種平型豆襲。厚さ5粍，巾g粍，長さ32粍以下のもので片刃のものが多く平型針

盤との歴別が明瞭で無い物であり實際上両方混用されるものである。目的は小化石の分割

剥離・割除等に便用す糺

　平璽には街化の外に目的によ少第一種より逢に亘大な物の必要な場合も有り，裂四種類

の申間型のものや刀先の型の色々蟹った物が必要な場合が有るからそれ等はその場その時

に慮じ製作するか購入するかしたけれぱならない。字盤の材料は金麗用璽と異って纐性の

非常に強いものでたくてはならたい。本邦製の金麗用襲では岩石に使用すると銀けて飛散

してしまふ事が多い。米国製ヶ一プチゼル盤ば金虜用では有つたが岩石に便用しても少し
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もかけず化石整形用としては理想的のもので有った。一型も特有のもので軸部は六須柱状，

尖端は矢の根状の分厚い刀が付いて居り，大きさは大小数種類有つたが，同禽鮒では必ず

や多藪の璽襲などを製作販費しておる事と想像される。

　（B）丸蟹

　丸璽と云ぶより丸襲と云っだ方が良いが用法が主として難である故にかく名荷けた。

業種大型丸変。直樫3糎位の丸鋼材を30糎位の長さに切断し多少紡錘形に中太に

鍛造し中央部を多角柱状に研磨して尖端には鈍角をなす圓錐状の刀を付けたもので金工用

のポンチと縄する穿孔鮎を打つ道具を大型にした形のものである。その便用日的は苧襲で

割目を作ゆ，分割，剥離作業をなす前に先っ苧鑑を営てるべき裂灘や裂溝を作るのが使命

であ），全くポ：／チより思びついて製作したものである。この物は時には丸襲の代用に便

用する事も有る。

　雄二種。中型丸霧。直枢1．3糎，長さ20糧位の鋼材より第一種同様の形に仕上げたもの

で使用日的も同じである。

　算冒種小型丸要。直循1糎，長さ10糎位の丸棒鋼材より第二種同様に仕上げたもの

で合化石岩石の小塊に第二種同様の作業を施すために使用するものである。

　第三種よりも小型め丸璽は必要な場合も有るが，實際にはか∫る小型めものは小型丸襲

で十分代用し得るので製作の必要は無い。丸璽の材料は平襲と同様の物でも良いが使用目

的と形との間係上丸襲同様の堅い材料でも十分で有る。

　（3）　馨　（Ohi昌el）

　盤は化石壁彩術上最重要なもので有る。襲の選定，饗の製作，襲の角法を誤ると化石の

整形は行はれす，古生物學上の研究の停止より魔．止にまで立ち到る事も起るのである。そ

れに到らずとも不完全なる整形は不完全なる研究より結果しない事は火を見るより明かな

事である。これは多年の苦き経験より確言出來ると思ふ。

　小生の化石整形の最初に手を付けた材料は石文岩と頁岩との三葉量化石（故中村政授が

朝鮮で採集して來られた塞武紀，奥陶紀のもの）で・使用機具は准一丁のネジ廻しで有っ．

た。手掌にネジ廻しを捺し當ててゴリゴリやって居る内二三日で手掌は破れ血だらけに成

って腫れ上った．大小種々のネジ廻しを集めてやって見たどころ苦痛には愛化は無かった

が整形の効果は上坦山一した。次に各種の錐を集めて使用してみた。ネジ廻しとは異なる効果．

が上った。その爽に各種の針を集めて使用した。それは氷を縫針で破った経験から思ひつ

いたのである。金工用のビンバイスに針を付けて便用するとかなり徴紬な整形が行へる穣

に成った。金コ：用のツロル，ドリル等有りとあらゆるものを使ってみた。

　打撃を少しでもカロヘる事は最大の禁物とされて居たのであるがコソコソ小さ．な大工のヌ

カ灯用の鐵鎚で針や錐を打ってみた麗驚くべき成功があったが他面多少の失敗も有った。

然し犬失敗は無かった。これ等の實験にヵを得てハンマ｝漁り針漁り錐漁リと整形用に使

へる様なものを漁り廻りついに襲の製作を行はねぱならない事がわかったのであるo
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　（A）丸襲俸舳・hi・・1）

　丸棒鋼材より鍛＝塗して製作した。大機に於て丸棒状に近い形のものを総構したのである。

　第．腫大型丸襲。直確約2糎，長さ15糧で一・端より約10糧の個所より他端（尖端）に

至る5糧の間は圓錐形で最尖端は常に鋭利に仕上げて置くのである。材料は整形すべき岩

石により異るが亘独st鎚正を主としHighSpeed冨teeIを便用する事も多．く・時により

皿edium幽elを便用する。前にも述べたCape曲i・e1倉砒の石材用鋼材で作ったものは最

良であった。これは大型動物骨格化石の整形に多く使用するものである。

　第・種錘形大型丸襲。第一蟹と同一寸法形欣も略々同一であるが。喉尖端近くか不正多

角形で藪多の角や稜を有する事が異って居る。これは特に深い穴を掘る様底整形作業をな

す時に適するものである。

　第皇種中型丸襲。直経約1組長さ8糎，約1糎丸の丸棒鋼を8纏に切断して多少，紡

錘状に鍛造し尖端は揮7粍，高さ5粍位の圓錐形とし最尖端は鈍角・をなせども鏡利にして

おくべきである。材料は主に高速度鋼を用ふる。

　第四種塑形中型丸襲。第三種と同一寸法，准尖端が第二種同様不正多角形である駐が，

愛っておる。使用目的も大磯同じで有ろが中型動植物化石，五大型動物化石の中細部に第

三種と共に使用する。

　第五種小型丸襲。直樫，約6粍，長さ5糎位の細丸棒鋼を鍛造して，尖端5粍位を圓網状

に尖らしたもので大型，中型化石の細部整形に使用する。

　第六種。蟹形小型丸襲1寸法第五種同様・尖端第四種間儀・用法は中小型化石母岩に第

＿種同様に使用する。

　（B）率嚢（F1乱t曲i昌el）

　扁孕角状鋼材より鍛造した所謂石盤の正規の形に近い扁雫状の物の総構で有る。

　第■種大型雫整。　巾3糎，一厚さ1糎，長さJ5糎位のHard　steel（特に石材用）製の

物で一端には両刀叉は片刃あり大型化石の整形側脇剥離に使用する物である。

　第二種中型平盤。巾2糎，厚さ7粍，長さ1O糎位のもので材料，形状共に第一種同様

で有る。用途は大型化石の申聞整形，中型化石の荒ぎ整形などで有る。

　第言種小型雫襲。巾13粍，厚さ5粍，長さ7糎舛のもので一端は鏡き両刀叉は片刃と

なる。材料は主としてHigb　speθd畠tee1である。ごの物は中型扁平状化石に・使用する事

が多く時に騰じて大型，小型化石にも使用する事がある。

　第四種塑型大型平襲。直郷約2糎，長さ15糧の八角叉は丸棒鋼の一端を鍛造により矢

の根状に扁平となしその尖端にく形の平底る両刀を付したるものである。之はV字形の溝

や穴を穿つ最初の整形作業に必要底ものであり無論大型化石用のものである。材料は石材

用のHard．幽e1。

　第五種塑形中型雫襲。直郁的1糧，長さ8糧の第四種同様の鋼材で同様に整作したもの

で第四種よりも小さな整形に使用するo
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　第六種塑形小型芋蟹。直煙約6糎，長さ5纏位の細丸棒鋼叉は六角棒鋼を鍛造して第四

種類似の形に製作したものである。之は小型化石や大型，中型化石の紬都の整形に役立つ

ものである。

　（C）　錐蟹（D∬ill　chisθ1）

　第一種未長義璽。（雫尖型）直樫6粍，長さ8糧の細丸棒鋼の一・端を両面より研磨して

D止i附型としたもめであり材料はHigh目peed　steelを最良とし扁平形化石の整形に

用ふる事を空とするものである。

　第■種夫長艶襲。（圓雄型）寸法，材料，共に第一種同様，唯尖端が圓錐形をなすのみ

が異っておる。用途は各種化石の中細部整形用である。

　第・種長錐蟹。（牛尖型）直郁4粍のIIlgh　speed　stee1或はPエam－fo正te呂加e1線材

を長さ5糎位に切断し尖端を両面よ吻斜に研磨してD止ivei型に仕上げ相欝固く焼入した

ものである。之も化石の中細部の整形用である。

　第四種長艶襲。（圓雄型）寸法　材料共に第三種通りで尖端は圓錐形とし饒入は第三種

通り，用法も第三種と向Nく中細部用で有るが扁平形化石叉は扁平部にはあまり使はない。・

　第五種先細末長話嚢。第一種同様の材料を使用して一端より他端へ徐々に先細としたる

もので深い凹面内部の細部整形用のものである。

　第六種。先細長鍵盤，第三種同様の線材を使用して第五種同様の先細に仕上げたもので

同様の目的に便用す冬ものである。

　（D）針聾　（Needle　c阯舵1）

　第一種未針馨。（平型）直稚約2粍位のPian卜foIte　steelを長さ4糧に切醐し先端を一

雨面より斜に研磨してドライバー型に仕上げ弾力を失はない程度に固く焼入し。そもので細

部整形用である。

　第二種太針整。（園雄型）先端が圓錐形である外は第一種と全然同一である。

　第…種紙針整。（平型）持味一Pia口出帆e　steelの十六番線を長さ3糎位に・切断し先端を

両面より斜に砂塵し彌力を保ちつム極めて固く饒入してドライバー型に仕上げたもので平

面部の細部整形に使用する。

　第四種。紬針盤（圓雄型）先端が圓錐形である外はすべて第三種と同じで凹凸面の細部

整形に使用する。

　第五種綱針嚢。（片斜型）先端が約30度の鏡角を底す片斜面でその面は楕團形をなして

おる以外はすべて第三種と同じである自用途は暑々第四種と同じ。

　（F）釣針襲（Ho・kchi・・1）

　第一種。直禰約2粍のPiam－f舳e　sおeI線を約6纏の長さに切断し先細針状に製作し

教に先端より約3纏の間を片面雫面に研磨して踪面が竿固形となる様にして玖にその部分

を直解約1．5糧の圓弧状に曲げ全鎧．を約針型とし，蟻入れをすませ研磨して仕．．ヒげるので

あるが之は第三紐厨の審臭の南部や甚しき凹面の内側を1整形する時に使用する特殊の’もの
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である。

　第二種小型釣針盤。16番の特殊Pi舳。－1・エte・too1を使用し全長を約4糧に切断し直係

1糧の圓弧状に曲げる外は第一種と全然同一で使用目的も叉同一である。

　（F）　魁重書（“Iiscθllaneou昌　needle　chise1）

　第種蓄音機針馨。蓄音機針の不合格品を購入しその内より麓の固すぎた物を選び出し

て尖端を良く研磨して使用するのである。これを使用するには鋼蟻1製の直循約i糧の柄を

紡錘形に鍛造しその上端中央ヒ三角形の孔を穿ちその横にネジ孔を明け三角孔に針を入れ

て横よりネジ止して使用するので有る。これは徴細部の整形に使ふものである。

　第一種縫針襲。大小長短太細種々の縫針及特殊鋼線の縫針大の樫を有する物で製作した

襲は皆此種類の中に便宜上入れて置く。之等は何れも徴細部の整形，第三紀厨の貝化石の

整形には必要鉄く可らざる特殊の物である。之等は特別のPi・ViOeを製作してそれに敢

行けて使用するよリ外はない。

　（G）難小襲（Mi・d・ll・n・oul・mlrchi・・1）

　第一種彫刻刀鋼。銅版用の彫刻刀は殆んど全部整形用に使片咄來るが尖端は研磨しなけ

ればならない。叉固い岩石には使用胆來．ない。

　第二種。修整刀蟻，窺眞用の種々の修整刀も叉全部化石整形用に使用出來る。但固い岩

石には使用出來ない。

　整形用襲は他にまだ多数有り，叉之等については研究すべき問題，試作すべき物，賀験

すべき問題等多々有り，只今賛験研究中の歯科用襲の如きはその一・例である。

御この外特に微細襲については重大な問題が有るがそれ等については後日に譲る事とする


